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令
和
8
年
度 

施
政
方
針
（
概
略
版
）

　

は
じ
め
に
、
昨
年
の
５
月
に
私
が
伊
仙
町
長

と
し
て
就
任
し
、初
め
て
の
施
政
方
針
を
申
し
述

べ
る
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
町
政
を
預
か

る
責
任
の
重
さ
を
改
め
て
胸
に
刻
み
、
町
民
の

皆
さ
ま
と
の
約
束
で
あ
る
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
町

政
運
営
の
原
点
と
し
て
、一
歩
一
歩
、着
実
に
実

行
し
て
い
く
決
意
で
あ
り
ま
す
。

　
伊
仙
町
は
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
と
い
う

全
国
共
通
の
課
題
に
直
面
す
る
一
方
で
、「
長
寿

と
子
宝
の
ま
ち
」
と
し
て
国
内
外
に
誇
れ
る
歴

史
と
実
績
、
そ
し
て
人
の
つ
な
が
り
と
い
う
大

き
な
強
み
を
有
し
て
お
り
ま
す
。
令
和
８
年
度

は
、こ
れ
ら
の
強
み
を
生
か
し
、
町
民
主
体
の
ま

ち
づ
く
り
を
本
格
的
に
前
進
さ
せ
て
い
く
第
一

歩
の
年
度
と
し
て
位
置
づ
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

私
の
町
政
運
営
の
基
本
理
念
は
、
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
に
掲
げ
た
次
の
五
つ
の
柱
で
あ
り
ま
す
。

　

❶
町
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
❷
子
ど
も
た
ち

の
学
習
環
境
整
備
❸
農
業
振
興
と
働
く
場
づ
く

り
❹
自
然
・
歴
史
・
文
化
の
継
承
❺
長
寿
と
子

宝
の
ま
ち
の
維
持
・
発
展
。
こ
れ
ら
を
貫
く
共

通
の
視
点
は
、「
対
話
」と「
協
働
」、そ
し
て
「
将

来
世
代
へ
の
責
任
」で
あ
り
ま
す
。
行
政
が
一
方

的
に
施
策
を
進
め
る
の
で
は
な
く
、
町
民
の
声

を
丁
寧
に
受
け
止
め
、
議
会
と
十
分
に
議
論
を

重
ね
な
が
ら
、
信
頼
さ
れ
る
町
政
運
営
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
本
町
の
将
来
の
発
展
を
展

望
し
、
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
た
発
展
の
方
向

と
将
来
の
目
標
を
定
め
た「
第
６
次
伊
仙
町
総
合

計
画
」及
び「
第
３
期
伊
仙
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」が
策
定
さ
れ
、
本
町
が
掲

げ
る
基
本
目
標
を
柱
と
し
、地
域
の
活
性
化
や
住

民
の
生
活
向
上
な
ど
、町
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

の
実
現
に
向
け
て
、様
々
な
施
策
を
展
開
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
私
が
選
挙
の
時
に
掲
げ
ま
し
た
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
に
つ
い
て
達
成
す
る
た
め
に
各
種
施

策
な
ど
と
関
連
付
け
な
が
ら
、し
っ
か
り
と
町
政

発
展
の
た
め
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、町
政
運
営
に
関
す
る
基
本
方
針
を

踏
ま
え
て
、
令
和
８
年
度
の
主
要
施
策
を
述
べ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
防
災
施
策
に
つ
い
て
は
、
防
災
・
減
災
対
策
を

強
化
し
、
町
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
ま
ち
づ
く

り
を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
併
せ
て
、
交

通
、上
水
道
、
情
報
通
信
な
ど
の
生
活
基
盤
に
つ

い
て
も
、
様
々
な
補
助
金
を
活
用
し
な
が
ら
計
画

的
に
整
備
い
た
し
ま
す
。　
　
　

　

さ
ら
に
、事
業
の
選
択
と
集
中
を
進
め
、健
全

で
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
に
取
り
組
む
こ
と

で
、
災
害
に
強
く
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
の

実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

地
方
創
生
推
進
施
策
に
係
る
奄
美
群
島
振
興

交
付
金
や
地
方
創
生
関
連
交
付
金
に
つ
い
て

は
、
単
な
る
財
源
確
保
に
と
ど
ま
ら
ず
、人
材

育
成
や
地
域
組
織
の
強
化
、
事
業
の
自
走
化
に

つ
な
が
る
よ
う
戦
略
的
に
活
用
し
て
ま
い
り
ま

す
。
将
来
的
に
は
、
交
付
金
に
過
度
に
依
存
し

な
い
、持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
ま

す
。
併
せ
て
、奄
美
群
島
と
し
て
の
一
体
性
を
意

識
し
な
が
ら
、交
流
人
口
・
関
係
人
口
の
拡
大
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
伊
仙
町
の
魅
力
を
内
外

に
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
農
業
は
伊
仙
町
の
基
幹
産
業
で
あ
り
、地
域
を

支
え
る
基
盤
で
あ
り
ま
す
。
担
い
手
の
育
成
・

確
保
、
農
業
の
省
力
化
・
効
率
化
、安
定
し
た
経

営
基
盤
づ
く
り
を
支
援
し
、農
家
戸
数
の
維
持
と

農
家
の
所
得
向
上
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、奄
美
群

島
振
興
交
付
金
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
制
度
を

活
用
し
、農
業
基
盤
整
備
や
付
加
価
値
の
高
い
農

産
物
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、障
が
い
者
の

雇
用
を
創
出
す
る
農
福
連
携
の
取
り
組
み
を
推

進
し
、加
工
・
観
光
と
の
連
携
に
よ
る
新
た
な
産

業
創
出
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

「
長
寿
と
子
宝
の
ま
ち
伊
仙
町
」
は
、本
町
が
全

国
に
誇
る
大
き
な
財
産
で
あ
り
、
第
６
次
伊
仙

町
総
合
計
画
お
よ
び
第
３
期
伊
仙
町
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
に
お
い
て
も
重
要

な
施
策
分
野
と
し
て
位
置
づ
け
て
お
り
ま
す
。

令
和
８
年
度
は
、
健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
を

伊
田
町
政
の
象
徴
的
な
取
組
の
一
つ
と
し
て
、重

点
的
に
推
進
し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、予
防
医
療
の
推
進
、生
活
習
慣

病
対
策
、運
動
・
食
育
の
充
実
、地
域
ぐ
る
み
の

健
康
づ
く
り
活
動
を
展
開
し
、一
人
ひ
と
り
の

健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
指
し
ま
す
。
併
せ
て
、

医
療
・
福
祉
・
保
健
の
連
携
を
よ
り
一
層
強
化

し
、ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
切
れ
目
の
な
い

支
援
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

　

ま
た
、高
齢
者
が
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
知

識
や
経
験
を
生
か
し
、
地
域
や
産
業
の
担
い
手

と
し
て
活
躍
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
と
と
も

に
、世
代
間
交
流
を
通
じ
て
、地
域
全
体
の
活
力

向
上
を
図
り
、
総
合
戦
略
に
掲
げ
る
人
口
減
少

対
策
に
も
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
伊
仙
町
の
未
来
そ
の
も
の
で

あ
り
ま
す
。
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、I
C
T
の

効
果
的
な
活
用
や
少
人
数
教
育
の
特
性
を
生
か

し
、基
礎
学
力
の
定
着
と
一
人
ひ
と
り
の
可
能
性

を
伸
ば
す
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

　

併
せ
て
、
不
登
校
や
支
援
を
要
す
る
児
童
生

徒
へ
の
き
め
細
か
な
対
応
を
行
う
と
と
も
に
、
家

庭
・
地
域
と
連
携
し
た
教
育
体
制
を
強
化
し
、
郷

土
を
学
び
、誇
り
を
持
て
る
教
育
を
進
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
妊
娠
・
出
産
か
ら
子
育
て
期
ま
で

切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行
い
、
安
心
し
て
子
ど

も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
加
え
て
、先
人
た
ち
が
守
り
育
て
て
き
た
自
然
、

歴
史
、文
化
を
次
世
代
に
確
実
に
引
き
継
ぐ
と
と
も

に
、教
育
や
観
光
資
源
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、健
康
長
寿
を
誇
り
、安
心
し

て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
、「
長
寿
と
子
宝

の
ま
ち
伊
仙
町
」
を
町
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に

次
世
代
へ
つ
な
い
で
ま
い
り
ま
す
。

　
令
和
８
年
度
は
、町
政
に
町
民
の
声
を
反
映
さ

せ
る
仕
組
み
づ
く
り
を
重
視
す
る
た
め
、
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
、第
６
次
伊
仙
町
総
合
計
画
、
第
３
期

伊
仙
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

を
三
位
一
体
で
推
進
し
て
い
く
重
要
な
年
度
で

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
地
域
懇
談
会
や
意
見

交
換
の
場
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
行
政
情

報
の
積
極
的
な
発
信
に
よ
り
、
町
民
が
町
政
に

参
加
し
や
す
い
環
境
を
整
え
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
と
の
対
話
を
重
ね
な
が
ら
、一

つ
ひ
と
つ
の
施
策
を
着
実
に
実
行
し
、成
果
と
し

て
実
感
し
て
い
た
だ
け
る
町
政
運
営
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

  

財
政
健
全
化

財
政
分
野

　
　
　
　
　

  

環
境
整
備

生
活
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健
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保
健
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医
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子
育
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療
・介
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環
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保
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・観
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振
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環
境
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光
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教
育
行
政

教
育
分
野

　
　
　
　
　

  

社
会
教
育

教
育
分
野

　
　
　
　
　

  

医
療

保
健
福
祉
・

医
療
・介
護
分
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介
護

保
健
福
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・

医
療
・介
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分
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福
祉

保
健
福
祉
・

医
療
・介
護
分
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防
災
の
強
化

防
災
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情
報
戦
略
の
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情
報
発
信
分
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D
X
の
推
進

D
X
分
野

　
　
　
　
　

  

返
礼
品
の
拡
充
と
発
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強
化

ふ
る
さ
と

納
税
分
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地
域
公
共
交
通
の
強
化

公
共
交
通
分
野

　
　
　
　
　

  

地
方
創
生
事
業
の
推
進

地
方
創
生
分
野
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●
施
策
1
「
町
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
」を
ス
ロ
ー

ガ
ン
と
し
た
各
種
施
策
の
実
現
。

●
施
策
2
町
税
の
徴
収
率
向
上
。

●
施
策
9
畑
総
、畑
地
か
ん
が
い
事
業
の
推
進
及
び

ダ
ム
管
理
に
取
り
組
む
。

●
施
策
10
農
地
利
用
の
最
適
化
を
目
指
し
ま
す
。

●
施
策
11
農
地
の
効
率
利
用
の
た
め
、
農
地
中
間

管
理
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

●
施
策
12
伊
仙
町
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
用
。

●
施
策
13
農
福
連
携
に
よ
る
生
涯
活
躍
・
生
き
が

い
づ
く
り
の
取
り
組
み
。

●
施
策
14
担
い
手
農
家
を
確
保
・
育
成
し
、
農
家

戸
数
の
維
持
・
拡
大
へ
の
取
り
組
み
。

●
施
策
15
新
規
就
農
者
を
支
援
・
育
成
し
、
農
業

青
年
ク
ラ
ブ
会
員
の
確
保
に
向
け
た
取

り
組
み
。

●
施
策
16
有
害
鳥
獣
駆
除
及
び
対
策
の
推
進
。

●
施
策
17
漁
業
の
総
合
的
活
性
化
の
促
進
。

●
施
策
18
地
域
計
画
の
普
及
啓
発
。

●
施
策
19
さ
と
う
き
び
栽
培
に
お
け
る
生
産
基
盤

の
強
化
。

●
施
策
20
環
境
保
全
型
農
業
の
推
進
。

●
施
策
21
県
内
産
牛
肉
の
消
費
拡
大
。

●
施
策
22
優
良
雌
牛
の
更
新
支
援
強
化
。

●
施
策
23
飼
養
管
理
体
制
の
充
実
・
強
化
に
向
け

た
支
援
。

●
施
策
24
農
業
創
出
緊
急
支
援
事
業
を
活
用
し
た

園
芸
品
目
の
振
興
。

●
施
策
25
農
林
水
産
物
輸
送
コ
ス
ト
支
援
事
業
の

活
用
。

●
施
策
26
特
殊
病
害
虫
防
除
及
び
対
策
を
推
進
。

●
施
策
27
園
芸
品
目
の
振
興
。

●
施
策
28
サ
ツ
マ
イ
モ
生
産
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
。

●
施
策
29
徳
之
島
コ
ー
ヒ
ー
の
生
産
拡
大
。

●
施
策
30
排
水
環
境
の
な
い
集
落
の
排
水
路
を
整

備
す
る
。

●
施
策
31
町
民
の
生
活
を
支
え
る
最
も
基
礎
的
な

交
通
基
盤
の
整
備
を
進
め
る
。

●
施
策
32
老
朽
化
し
た
町
道
や
橋
梁
の
補
修
工
事

を
進
め
る
。

●
施
策
33
港
湾
漁
港
の
維
持
管
理
を
行
う
と
と
も
に
、

未
来
を
見
据
え
た
港
湾
の
計
画
に
取
り
組
む
。

●
施
策
34
地
域
の
活
性
化
や
住
宅
不
足
を
解
消
す

る
た
め
、
公
営
住
宅
の
整
備
を
進
め
る
。

●
施
策
35
地
籍
調
査
の
面
積
拡
大
を
推
進
。

●
施
策
36
施
設
の
適
正
管
理
や
適
時
更
新
、
改
良

計
画
の
順
守
に
努
め
る
。

●
施
策
37
健
全
で
高
効
率
な
公
営
企
業
運
営
の
推
進
。

●
施
策
38
早
世
予
防
と
し
て
若
年
期
か
ら
の
健
康

づ
く
り
支
援
と
元
気
高
齢
者
を
増
や
し

町
民
の
健
康
寿
命
の
延
伸
を
図
る
。

●
施
策
39
町
民
の
健
康
増
進
を
図
る
た
め
、
サ
ー

ビ
ス
の
拡
充
と
保
険
者
機
能
の
強
化
を

図
る
。

●
施
策
40
町
民
の
さ
ら
な
る
健
康
増
進
に
努
め
る
。

●
施
策
41
官
民
連
携
並
び
に
学
齢
期
か
ら
の
健
康

増
進
事
業
を
推
進
。

●
施
策
42
官
学
連
携
に
よ
る
健
康
寿
命
延
伸
を
目

的
と
し
た
健
康
と
農
業
の
関
連
性
に
係

る
研
究
事
業
を
推
進
。

●
施
策
51
子
ど
も
の
自
立
に
向
け
た
成
長
促
進
の

た
め
、
一
人
ひ
と
り
の
発
達
段
階
に
応

じ
た
成
長
を
支
援
。

●
施
策
52
子
育
て
環
境
の
整
備
・
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
促
進
。

●
施
策
53
幼
児
期
・
学
齢
期
に
お
い
て
、
む
し
歯

に
罹
患
し
て
い
る
児
童
の
割
合
が
高
い

た
め
、
子
ど
も
の
疾
病
予
防
・
早
期
発

見
に
努
め
る
。

●
施
策
54
療
育
・
発
達
支
援
に
関
す
る
教
育
機
会

の
確
保
に
努
め
る
。

●
施
策
55
子
ど
も
や
母
子
・
父
子
家
庭
な
ど
へ
の

医
療
費
助
成
や
、
島
外
受
診
が
必
要
な

世
帯
へ
の
旅
費
助
成
に
よ
り
、
生
活
の

安
定
と
福
祉
の
向
上
を
支
援
。

●
施
策
56
母
子
の
不
安
解
消
や
子
ど
も
の
安
全
確

保
の
た
め
に
、
関
係
機
関
と
連
携
の
も

と
取
り
組
む
。

●
施
策
57
ご
み
分
別
・
リ
サ
イ
ク
ル
を
見
据
え
た

循
環
型
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
。

●
施
策
58
町
内
の
観
光
資
源
を
生
か
し
た
観
光
地

づ
く
り
を
推
進
。

●
施
策
59
希
少
野
生
動
植
物
の
保
護
、
外
来
種
の

防
除
、
環
境
保
全
に
対
す
る
住
民
の
意

識
醸
成
、
次
世
代
を
担
う
人
材
の
育
成

を
目
指
す
。

●
施
策
60
郷
土
教
育
の
充
実
と
ふ
る
さ
と
へ
の
誇

り
の
醸
成
を
図
る
。

●
施
策
61
専
門
的
職
種
の
人
材
を
活
用
し
た
相
談

支
援
体
制
の
充
実
を
図
る
。

●
施
策
62
教
育
格
差
の
解
消
と
教
育
機
会
の
均
等

化
に
努
め
る
。

●
施
策
63
特
別
支
援
教
育
の
充
実
と
個
別
最
適
な

学
び
を
推
進
。

●
施
策
74
本
町
で
育
つ
子
ど
も
た
ち
の
可
能
性
を

広
げ
る
た
め
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
・
地
元

学
を
行
い
、
未
来
を
担
う
人
材
を
育
成
。

●
施
策
75
島
の
自
然
・
文
化
・
伝
統
な
ど
の
地
域

資
源
、
ま
た
、
島
外
資
源
を
活
用
し
、

あ
ら
ゆ
る
面
で
優
れ
た
知
識
・
技
能
を

有
し
た
人
材
を
生
か
す
体
験
・
交
流
活

動
を
提
供
。

●
施
策
76
ス
ポ
ー
ツ
活
動
へ
の
多
面
的
な
支
援
拡

充
に
取
り
組
む
。

●
施
策
77
義
名
山
公
園
を
中
心
と
し
た
公
園
整
備
を

行
い
、
多
世
代
へ
の
交
流
広
場
を
創
出
。

●
施
策
78
伊
仙
町
内
の
豊
か
な
地
域
資
源
の
保
存
お

よ
び
活
用
の
推
進
を
図
る
。

●
施
策
79
伊
仙
町
内
の
文
化
遺
産
・
自
然
遺
産
の
魅

力
を
掘
り
起
こ
し
、後
世
に
守
り
伝
え
る
。

●
施
策
80
令
和
版
伊
仙
町
誌
編
纂
事
業
を
推
進
し
、

本
町
の
過
去
か
ら
現
在
に
お
け
る
変
遷

を
忠
実
に
記
録
し
、
幅
広
い
見
地
か
ら

本
町
の
位
置
づ
け
を
明
確
に
す
る
。

●
施
策
81
地
域
人
材
を
活
用
し
た
各
種
講
座
の
展
開

と
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
学
習
機
会
を
提
供
。

●
施
策
82
文
化
活
動
を
推
進
す
る
た
め
旅
費
補
助

や
学
習
成
果
発
表
の
場
を
提
供
。

●
施
策
83
図
書
室
及
び
移
動
図
書
館
の
充
実
に
よ

る
町
民
へ
の
豊
か
な
読
書
体
験
を
提
供
。

●
施
策
64
オ
ン
ラ
イ
ン
英
会
話
と
検
定
支
援
の
充

実
に
よ
り
基
礎
学
力
の
向
上
を
図
る
。

●
施
策
65
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
活
用
し
、
学
び
に
向
か

う
力
を
育
成
し
、
子
ど
も
た
ち
が
主
体

的
に
学
ぶ
力
を
育
む
。

●
施
策
66
学
校
職
員
の
指
導
力
向
上
と
教
育
活
動

の
充
実
に
取
り
組
む
。

●
施
策
67
幼
・
小
・
中
の
連
携
強
化
と
交
流
活
動

の
推
進
。

●
施
策
68
学
校
図
書
館
の
機
能
強
化
と
読
書
習
慣

の
定
着
を
推
進
。

●
施
策
69
学
校
給
食
で
の
適
正
な
塩
分
摂
取
に
よ

る
健
康
づ
く
り
支
援
を
推
進
。

●
施
策
70
小
規
模
校
の
魅
力
を
生
か
し
た
「
結
い

結
い
留
学
」
を
推
進
。

●
施
策
71
鹿
浦
小
学
校
新
校
舎
の
建
て
替
え
を
実
施
。

●
施
策
72
伊
仙
町
英
語
教
育
推
進
交
流
事
業
を
実
施
。

●
施
策
73
困
り
感
を
抱
え
、
学
校
に
通
え
な
い
児

童
・
生
徒
の
居
場
所
づ
く
り
と
し
て
、

結
い
ス
ク
ー
ル
を
運
営
し
、
学
校
と
連

携
し
た
学
習
機
会
を
提
供
。

●
施
策
43
国
保
財
政
収
支
の
均
衡
を
図
る
た
め
の

保
険
給
付
の
適
正
化
及
び
医
療
費
の
抑

制
、
財
源
確
保
に
取
り
組
む
。

●
施
策
44
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
円
滑
な
運
営

に
努
め
る
。

●
施
策
45
介
護
保
険
制
度
の
安
定
的
な
運
営
を
推
進
。

●
施
策
46
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
。

●
施
策
47
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
深
化
・
推
進
。

●
施
策
48
認
知
症
に
対
す
る
理
解
促
進
、
支
え
合

い
の
仕
組
み
づ
く
り
。

●
施
策
49
各
種
サ
ー
ビ
ス
で
の
支
援
や
助
成
の

充
実
。

●
施
策
50
生
き
心
地
の
よ
い
町
の
実
現
。

●
施
策
3
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
。

●
施
策
5
伊
仙
町
独
自
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
、

特
色
あ
る
情
報
発
信
に
努
め
る
。

●
施
策
6
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
を
活
用
し
庁
舎
内
及

び
町
全
体
の
D
X
化
を
目
指
す
。

●
施
策
7
関
係
性
を
深
め
、選
ば
れ
続
け
る
ふ
る

さ
と
納
税
の
推
進
。

●
施
策
8
持
続
可
能
な
公
共
交
通
体
系
の
再
構
築
。

●
施
策
4
「
み
ん
な
で
創
る
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」、

「
み
ん
な
で
支
え
合
う
ま
ち
づ
く
り
」を

実
現
す
る
た
め
、地
方
創
生
事
業
を
推

進
し
ま
す
。

【
基
本
目
標
1
】
地
域
資
源
を
生
か
し
、
持
続
可
能
な
産

業
と
安
定
し
た
雇
用
を
生
み
出
す
。

【
基
本
目
標
2
】
多
様
な
人
が
関
わ
り
支
え
合
い
な
が
ら

暮
ら
せ
る
地
域
を
つ
く
る
。

【
基
本
目
標
3
】
子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
く
、
家
族
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
を
整
え
る
。

【
基
本
目
標
4
】
持
続
可
能
で
安
全
・
快
適
に
暮
ら
せ
る

地
域
を
つ
く
る
。

　
最
後
に
「
み
ん
な
で
が
ん
ば
ろ
う
、子
や
孫
に

誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」と
い
う
理
念
の
も
と
、町

民
・
議
会
・
行
政
が
力
を
合
わ
せ
、
持
続
可
能

で
希
望
の
持
て
る
伊
仙
町
を
築
い
て
い
く
決
意

を
申
し
上
げ
、
令
和
８
年
度
の
施
政
方
針
と
い

た
し
ま
す
。

                          

伊
仙
町
長　

伊
田 

正
則
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伊
仙
町
英
語
教
育

推
進
交
流
事
業

　

令
和
７
年
度
か
ら
英
語
教
育
推
進
の
一
環
と

し
て
、「
伊
仙
町
英
語
教
育
推
進
交
流
事
業
」が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。３
泊
４
日
の
行
程
で
、

沖
縄
ア
ミ
ー
ク
ス
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

（
ア
ミ
ー
ク
ス
）、沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学

（
O
I
S
T
）、沖
縄
県
立
博
物
館
、国
立
琉
球

大
学
な
ど
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

伊
仙
町
で
は
、各
種
検
定
事
業
が
無
償
化
と

な
っ
て
お
り
、学
校
と
教
育
委
員
会
が
連
携

し
、受
験
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
事
業
で
は
、教
育
委
員
会
が
実
施
す

る
実
用
英
語
技
能
検
定
で
３
級
以
上
の
合
格
者

を
対
象
に
募
集
を
行
い
、審
査
の
結
果
、町
内

の
中
学
校
か
ら
６
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

沖
縄
ア
ミ
ー
ク
ス
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

で
は
、教
育
理
念
と
し
て
、自
分
で
考
え
、学

び
、行
動
し
、自
分
の
将
来
を
自
分
で
切
り
開

け
る
、自
立
し
た
子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
を
掲

げ
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
６
名
は
、各
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
て
、

授
業
に
参
加
し
ま
し
た
。最
初
は
、緊
張
し
た

様
子
で
し
た
が
、次
第
に
打
ち
解
け
、授
業
の

中
で
は
、伊
仙
町
を
紹
介
す
る
時
間
が
あ
り
、

事
前
研
修
会
で
準
備
し
て
き
た
資
料
を
英
語
で

発
表
し
ま
し
た
。過
去
に
長
寿
世
界
一
と
な
っ

た
泉
重
千
代
翁
や
本
郷
か
ま
と
さ
ん
の
話
を
す

る
と
教
室
内
か
ら
は
、驚
き
の
声
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

【
参
加
者
の
感
想
】

●
犬
田
布
中
学
校
３
年
生 

寛
山 

芽
奈
さ
ん

　
ア
ミ
ー
ク
ス
の
先
生
や
生
徒
の
話
す
英
語
が

少
し
難
し
か
っ
た
け
ど
、話
し
て
い
る
意
味
が

分
か
っ
た
と
き
は
、本
当
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　
O
I
S
T
の
見
学
も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

理
工
学
分
野
の
５
年
一
貫
制
博
士
課
程
を
置
く

学
際
的
な
大
学
院
大
学
で
、見
か
け
た
人
は
ほ

と
ん
ど
外
国
人
で
し
た
。今
ま
で
経
験
し
た
こ

と
が
な
い
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

●
面
縄
中
学
校
３
年
生 

吉
元 

仁
那
さ
ん

　
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
が
、ア
ミ
ー
ク
ス

で
全
体
朝
礼
か
ら
参
加
し
、英
語
が
使
わ
れ
て
い

た
こ
と
で
す
。ま
た
、授
業
で
も
当
た
り
前
の
よ

う
に
英
語
が
使
わ
れ
て
い
て
、皆
さ
ん
が
英
語
で

回
答
し
て
い
て
、改
め
て
凄
い
と
感
じ
ま
し
た
。

も
っ
と
英
語
を
頑
張
り
た
い
、特
に
高
校
で
頑
張

り
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
芽
生
え
ま
し
た
。

●
伊
仙
中
学
校
３
年
生 

盛 

紗
希
さ
ん

　

ア
ミ
ー
ク
ス
の
生
徒
の
皆
さ
ん
は
、と
て
も

親
切
で
気
に
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。授
業
で
は

先
生
に
英
語
で
質
問
さ
れ
た
と
き
、う
ま
く
英

語
で
話
す
こ
と
が
で
き
な
く
て
、深
く
反
省
し

ま
し
た
が
同
時
に
目
標
も
で
き
ま
し
た
。こ
れ

か
ら
も
英
語
を
話
す
チ
ャ
ン
ス
は
、た
く
さ
ん

あ
る
と
思
い
ま
す
。間
違
い
を
恐
れ
ず
、英
語

を
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
伊
仙
中
学
校
３
年
生 

杉
澤 

愛
菜
さ
ん

　

自
立
を
目
的
と
し
て
、食
事
代
も
自
分
た
ち

で
お
金
を
管
理
し
、大
変
だ
っ
た
け
ど
、多
く
の

学
び
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ア
ミ
ー
ク

ス
で
は
、日
常
の
会
話
が
英
語
で
凄
い
な
と
感

じ
ま
し
た
。O
I
S
T
や
琉
球
大
学
に
行
っ
て
、

研
究
に
費
や
す
力
の
大
き
さ
に
も
驚
き
ま
し

た
。そ
の
他
、今
帰
仁
城
や
沖
縄
県
立
博
物
館
も

見
学
し
、沖
縄
の
歴
史
に
も
触
れ
る
こ
と
が
で

き
、貴
重
な
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

●
伊
仙
中
学
校
３
年
生 

椛
山 

美
月
さ
ん

　

同
年
代
の
中
学
生
が
英
語
で
授
業
を
受
け

て
い
て
、実
際
に
英
会
話
を
聞
き
ま
し
た
が
、

聞
き
取
る
こ
と
が
難
し
く
て
、も
っ
と
英
語
を

勉
強
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。英
語
だ
け
で
な

く
、集
団
行
動
を
す
る
う
え
で
、時
間
を
守
る

こ
と
や
お
金
の
使
い
方
な
ど
、貴
重
な
体
験
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

●
伊
仙
中
学
校
３
年
生 

上
木 

萌
楓
さ
ん

　

英
語
が
比
較
的
得
意
だ
と
思
っ
て
い
た
け

ど
、ア
ミ
ー
ク
ス
で
自
分
の
英
語
は
ま
だ
ま
だ

初
歩
的
で
、も
っ
と
英
語
を
勉
強
し
て
話
せ
る

よ
う
に
な
り
た
い
と
意
識
を
変
え
る
き
っ
か
け

に
な
り
ま
し
た
。O
I
S
T
で
は
、ノ
ー
ベ
ル
賞

を
受
賞
し
た
研
究
者
も
い
た
そ
う
で
す
。学
校

の
授
業
で
は
、学
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
貴
重
な

体
験
が
で
き
ま
し
た
。

【
編
集
後
記
】

　

今
回
の
事
業
の
目
標
と
し
て
、「
自
ら
学
び
、

考
え
、行
動
す
る
こ
と
」を
テ
ー
マ
に
取
り
組

み
ま
し
た
。集
合
時
間
を
守
る
こ
と
や
金
銭
の

管
理
な
ど
、将
来
に
備
え
自
分
で
判
断
し
、行

動
す
る
力
を
養
う
こ
と
。ま
た
、こ
れ
ま
で
に

見
た
こ
と
が
な
い
外
の
世
界
を
見
る
こ
と
で

視
野
を
広
げ
、普
段
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
体
験
を
通
じ
て
、生
徒
の
皆
さ
ん
に
「
考
え

る
き
っ
か
け
」を
提
供
す
る
こ
と
で
、進
路
選

択
の
一
助
に
な
れ
ば
と
い
う
思
い
で
、交
流
事

業
の
企
画
を
行
い
ま
し
た
。ア
ミ
ー
ク
ス
の
先

生
方
や
生
徒
の
皆
さ
ん
と
の
新
し
い
出
会
い

や
別
れ
を
通
じ
て
、一
人
ひ
と
り
に
感
じ
る
部

分
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。進
学
や
就
職
の
た

め
、い
ず
れ
は
親
元
を
巣
立
ち
ま
す
。普
段
の

何
気
な
い
日
常
が
、家
族
や
友
人
の
支
え
の
お

か
げ
で
あ
る
こ
と
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘

れ
ず
に
今
回
の
旅
を
き
っ
か
け
に
皆
さ
ん
が
、

夢
や
目
標
に
向
か
っ
て
、日
々
成
長
し
て
い
く

こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　

教
育
委
員
会 

総
務
課
長 

町
本 

特 集

実
施
期
間

：

2
月
1
日（
日
）～
4
日（
水
）
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伊
仙
町
わ
れ
ん
き
ゃ
未
来
教
育
会
議

令
和
7
年
度 

い
せ
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
隊
の
旅

　
本
事
業
で
は
、平
成
6
年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
、町
内
の
小
中
学
生
を
対
象
に
県
外
に

派
遣
す
る「
い
せ
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
隊
の
旅
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
も
、
長
野
県
と
東
京
都

に
小
学
生
4
名
中
学
生
7
名
を

派
遣
し
、
2
月
20
日
～
23
日
の
3

泊
4
日
、
普
段
経
験
出
来
な
い
冬

の
ス
キ
ー
体
験
や
靖
国
神
社
へ

参
拝
、
歴
史
を
学
び
、
チ
ー
ム

ラ
ボ
で
は
先
端
ア
ー
ト
に
触
れ
、

こ
れ
ら
の
経
験
を
通
し
て
視
野

を
広
げ
新
し
い
価
値
観
を
育
て

る
貴
重
な
体
験
が
で
き
ま
し
た
。

　伊仙町は令和 8年度に、

ふるさと納税基金を活用し、

伊仙町のシビックプライド

醸成を目指し、ブランディ

ング推進事業を行います。

伊仙町のロゴ・カラーを決

め、みんなで共有できる伊

仙町のテーマを形にします。

伊
仙
町
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

推
進
事
業
が
始
ま
り
ま
す
！

　
伊
仙
町
に
は
豊
か
な
地
域
資
源
が
あ
る

の
に
、
統
一
さ
れ
た
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
整

理
・
発
信
で
き
て
い
な
い
た
め
、
そ
の
魅

力
が
十
分
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
と
い
う
課

題
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
伊
仙
町
に
継
続
的

に
か
か
わ
り
続
け
る
仕
掛
け
や
地
元
愛
を

形
と
し
て
示
す
手
段
が
不
足
し
て
い
る
と

い
う
課
題
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
魅
力
や
価
値
を
し
っ
か
り

と
整
理
し
、
町
内
外
に
向
け
て
よ
り
効

果
的
に
発
信
す
る
た
め
に
、
み
ん
な
で

共
有
で
き
る
テ
ー
マ
を
定
め
、
シ
ビ
ッ

ク
プ
ラ
イ
ド
を
醸
成
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
伊
仙
町
の
魅
力
を
整
理
・
再
発
見
し
、

現
状
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
町
民

の
皆
さ
ま
の
力
を
借
り
「
伊
仙
町
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
推
進
事
業
」
を
ス
タ
ー
ト

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
が
も
つ
伊
仙
町
へ
の
価
値
観

や
地
元
愛
を
共
有
・
言
語
化
し
、
可
視

化
す
る
こ
と
で
、
伊
仙
町
の
魅
力
を
さ

ら
に
磨
き
上
げ
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
整
理
し
、
様
々
な
分
野
で

伊
仙
町
ら
し
さ
を
統
一
し
て
発
信
で
き

る
基
盤
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
目
標

で
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
実
施
す
る
予
定
で
す
の
で
、
町
民

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

・
伊
仙
町
の
ブ
ラ
ン
ド
ビ
ジ
ョ
ン
、

 

ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
コ
ン
セ
プ
ト

・
ブ
ラ
ン
ド
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
ロ
ゴ

・
ブ
ラ
ン
ド
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

 

（
情
報
発
信
の
指
針
）

　
今
後
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
推
進
事
業

の
取
り
組
み
や
進
捗
を
、「
広
報
い
せ
ん
」

「
公
式
S
N
S
」
な
ど
で
発
信
し
て
い
き

ま
す
。

　
取
り
組
み
の
様
子
を
ぜ
ひ
ご
覧
い
た

だ
き
、
皆
さ
ん
の
感
じ
た
こ
と
や
ご
意

見
な
ど
を
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

未
来
創
生
課

T
E
L
：
0
9
9
7-

8
6-

3
1
1
2

な
ぜ
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
推
進

事
業
を
す
る
の
か
？

こ
の
事
業
で
取
り
組
む
こ
と
・・・

最
後
に

■
お
問
い
合
わ
せ

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
と
は
？

　
簡
単
に
言
う
と
、
ま
ち
へ
の

誇
り
や
愛
着
、「
こ
の
ま
ち
が
好

き
」「
こ
の
ま
ち
で
暮
ら
し
て
い

き
た
い
」
と
思
え
る
気
持
ち
の

こ
と
を
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
と

言
い
ま
す
。
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ペ
ン
キ
画
家
の
S
H
O
G
E
N

さ
ん
を
お
迎
え
し
、お
話
と
壁
画

ペ
イ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

お
も
な
わ
こ
ど
も
園
で
は
プ
ー

ル
の
壁
に
5
色
の
ペ
ン
キ
を
混
ぜ

な
が
ら
皆
で
お
も
い
っ
き
り
描
い

て
い
ま
し
た
。
馬
根
小
学
校
で
は

　

今
年
で
3
回
目
と
な
る
コ
ー

ヒ
ー
収
穫
祭
が
2
月
21
日（
土
）

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
A
G
F
第
二
実
証
農
場
で
は
、

コ
ー
ヒ
ー
チ
ェ
リ
ー
の
収
穫
や

精
製
体
験
、百
菜
前
の
会
場
で
は

焙
煎
体
験
や
徳
之
島
コ
ー
ヒ
ー

1
0
0
％
を
使
用
し
た
ハ
ン
ド
ド

リ
ッ
プ
体
験
、ブ
ー
ス
出
店
が
あ

り
ま
し
た
。

　

希
少
な
国
産
コ
ー
ヒ
ー
収
穫
体

験
で
は
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
収

穫
に
適
し
た
コ
ー
ヒ
ー
チ
ェ
リ
ー

を
一
粒
ず
つ
丁
寧
に
摘
み
取
る
姿

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

「
ア
ー
ト
を
通
し
て
自
分
と
向
き
合
う
！
」

お
も
な
わ
こ
ど
も
園
、馬
根
小
学
校
で
ペ
イ
ン
ト
活
動

徳
之
島
コ
ー
ヒ
ー
収
穫
祭

町 行題 事話
の

・
　

本
町
で
初
め
て
と
な
る
国
民
保

護
訓
練
を
２
月
３
日（
火
）に
実
施

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
は
、某
国
か
ら
の

武
力
攻
撃
が
予
測
さ
れ
、伊
仙
町

民
を
含
む
奄
美
群
島
の
全
住
民
を

14
日
間
か
け
て
九
州
本
土
へ
避
難

さ
せ
る
こ
と
を
想
定
し
、
行
わ
れ

ま
し
た
。（
※
特
定
の
事
態
を
想

定
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

　

当
日
は
、避
難
集
合
場
所
で
あ

る
「
ほ
ー
ら
い
館
」に
集
合
し
て

い
た
だ
き
、亀
徳
新
港
ま
で
実
際

に
移
動
す
る
避
難
訓
練
を
行
い
、

有
事
の
際
の
情
報
伝
達
、誘
導
、

避
難
行
動
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

伊
仙
町
役
場
の
新
庁
舎
二
期
工

事
に
伴
う
地
鎮
祭
が
2
月
23
日

（
月
）、建
設
予
定
地
で
行
わ
れ
、

伊
田
町
長
を
始
め
町
議
員
、
役
場

職
員
、施
工
す
る
建
設
関
係
者
が

出
席
し
工
事
期
間
中
の
無
事
を
祈

願
し
ま
し
た
。

　

新
庁
舎
は
多
目
的
ホ
ー
ル
と
個

別
相
談
室
、ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー

ム
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

完
成
引
渡
し
は
2
0
2
6
年
11

月
末
、運
用
開
始
は
2
0
2
7
年
1

月
を
そ
れ
ぞ
れ
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

集
落
区
長
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、農
繁
期
の
忙
し
い
時
期
に
も

か
か
わ
ら
ず
、ご
協
力
い
た
だ
き
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
成
果
を
踏
ま
え
、町
で

は
国
・
県
・
関
係
機
関
と
連
携
し
、

よ
り
実
効
性
の
高
い
国
民
保
護
体

制
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

令
和
7
年
度 

鹿
児
島
県
国
民
保
護

共
同
実
動
・
図
上
訓
練
を
実
施

伊
仙
町
役
場
新
庁
舎
二
期
工
事

地
鎮
祭

正
門
横
壁
に
ペ
イ
ン
ト
を
し
ま
し

た
。「
心
を
こ
め
て
。
自
分
に
集

中
し
て
」と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
な
が
ら
徳
之
島
を
イ
メ
ー
ジ

す
る
風
景
や
生
き
物
を
思
い
思
い

に
描
い
て
い
ま
し
た
。
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　5月～6月の事故者数27人のうち、シュノーケル使用を含む遊泳中の事故が18人と最も多くなって
います。
　遊泳中の事故は、群島外からの観光客による割
合が多い状況で、海ということで重大な事故に発
展する可能性も高くなってきます。

海で遊ぶ時は、単独行動しない、ライ
フジャケットの着用、天気や体調
を確認し無理をせずに、海上
保安庁が提供しているウォー
ターセーフティガイド等を活
用し、安全に奄美の海をお楽
しみください。

【出来た土を使って家庭菜園を実施】 【令和8年1月】
立派なサラダ菜ができ、重宝している。

今年の「納付期限」は6月1日（月）ですので、納め忘れがないようにしましょう！

　自動車を所有するみなさま、納期内納付ありがとうございます。
自動車税種別割は、毎年４月１日時点で自動車（軽自動車は除く）を所有している方に納めていた
だく税金（県税）です。

https://www.pref.kagoshima.jp/ab07/
kurashi-kankyo/zei/aramashi/car/car2.html

自動車税の納付は6月1日までに!!

県ホームページ

　自動車税種別割は

コンビニエンスストア 口座振替

スマホ決済アプリ

金融機関・郵便局 地方税お支払サイト

などで納めることができます。
自動車税種別割について、納税通知書が届かないなど、ご不明な点がありましたら下記までお気軽に
お問い合わせください。又、県ホームページにも情報が掲載されていますので、ご覧ください。
鹿児島地域振興局自動車税課 TEL.099-261-5611
大島支庁県税課 　　　         TEL.0997-57-7225

伊仙町女性連 活動紹介
　伊仙町地域女性団体連絡協議会は「女性ならではの活動をしよう」を柱として【ごみの分別・減
量・リサイクル活動】を実施しています。昨年末、徳之島愛ランドクリーンセンターの火災により燃
やせないごみの分別について細分別が促されることになり、家庭に於いてますます女性の働きが
重要になってきました。
　『出来る人が、出来る時に、出来る事をする』が女性連のモットーです。活動へのご理解・ご参
加をお願いいたします。

　奄美群島ではグラフ（過去10年間の累計）のとおり、5月に入るとマリン
レジャー中の事故が増加する傾向となっています。

　みなさまがいらなくなった古着を日本リユースシステム株式会社に送る事により、「世界の子ど
もにワクチンを日本委員会（JCV）」を通して、ミャンマーやラオス・ブータン・バヌアツの子どもた
ちに、１口につき５人分のポリオワクチンが届けられます。

　生ごみを堆肥化することにより、燃やせるごみの減量に取り組む。

令和7年12月6日（土）2ヵ月余り熟成させて出来た土にサラダ菜を植える。

令和7年7月27日（日）にバケツで生ごみ堆肥作りを実施
する。生ごみ・土・米ぬかが入ったバケツを洗濯ネットに
入れ、家に持ち帰り2ヵ月ほど熟成させる。

【家から持って来た生ごみで堆肥作り】【準備する物】

　昨年度は女性連運営委員のみで実施、7キット（袋）を送り、今年度は町民のみなさまのご協力によ
り20キット（袋）を送ることができました。燃やせるゴミの減量と世界の子どもたちの幸せに貢献でき
たと思います。ご協力くださったみなさま有り難うございました。

【古着でワクチン】事業の取り組み

簡単!! バケツで生ごみ堆肥作り

■東部地区 ■中部地区 ■西部地区

●バケツ 
●バケツが入る
  洗濯ネット 
●土 
●米ぬか 
●生ごみ

～奄美海上保安部・古仁屋海上保安署～

お問い合わせ 奄美海上保安部交通課 TEL.0997-53-5569

マリンレジャー中の事故に注意を

ウォーター
セーフガイドこ

ち
ら
か
ら
C
h
e
c
k
!



13 12広報いせん  令和 8 年 4月号（No.423） 広報いせん  令和 8 年 4月号（No.423）

ステーション名 時間 4 月 5月 6 月 7月
糸木名小学校

昼休み
（午後１時前後から

40分程度）

※各学校によって
時間が異なります

13（月） 11（月） 8（月） 6（月）

鹿浦小学校 14（火） 12（火） 2（火） 6/30（火）

面縄小学校 20（月） 15（金） 1（月） 10（金）

喜念小学校 9（木） 7（木） 4（木） 2（木）

伊仙小学校 10（金） 8（金） 5（金） 3（金）

阿権小学校 16（木） 14（木） 11（木） 9（木）

犬田布小学校 21（火） 19（火） 9（火） 7（火）

馬根小学校 15（水） 13（水） 10（水） 8（水）

犬田布中学校 22（水） 20（水） 16（火） 14（火）

面縄中学校 23（木） 21（木） 17（水） 15（水）

伊仙中学校 24（金） 22（金） 18（木） 16（木）

運行予定日程令和
8年度

＊町内小中学校のご協力により、学校の移動図書館時に合わせて集落の方もご利用いただけます。
詳しい時間帯は学校または中央公民館（TEL.0997-86-3146）にお問い合わせください。

ステーション名 時間 4 月 5月 6 月 7月
おもなわこども園 10：10 ～ 10：40

28（火） 26（火） 23（火） 21（火）
上面縄生活館 10：50 ～ 11：05

上検福営農センター 11：10 ～ 11：25
ほーらい館前 11：30 ～ 11：45
いせん保育園 10：10 ～ 10：40

30（木） 27（水） 24（水） 22（水）

福宮商店前 10：50 ～ 11：05
鹿浦郵便局前 11：15 ～ 11：30

木之香いこいの広場 11：35 ～ 11：45
グループホームあすなろ  14：00 ～ 14：30

幸徳保育園 15：00 ～ 15：30
わかば認定こども園  10：10 ～ 10：40

5/1（金） 28（木） 25（木） 23（木）

河地福祉館 10：50 ～ 11：05
小島青少年会館 11：15 ～ 11：30

犬田布岬 11：35 ～ 11：50
グループホームみさき 14：00 ～ 14：20
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 厚生連健診

 結核検診

 肺がん検診

 女性がん検診

お問い合わせ：健康増進課保健センター  TEL.0997-86-2124

伊仙町の健診はこんなにお得！

受付時間  7：00～10：00 場 所  ほーらい館

日 程  9月25日（金）～29日（火）

日 程  9月23日（水）・24日（木）

日 程  7月12日（日）～14日（火）

日 程  ５月8日（金）～13日（水）／7月17日（金）～20日（月）

　令和7年度、皆さまのご協力により、国・県が示す特定健診の受診率目標を無事達成することができました。健康長寿のまちとして、
健康への意識が高まっている今、この流れをさらに広げていきたいと考えます。
　特に、「自分はまだ大丈夫」だと思っている若年層やお忙しい現役世代の皆さんにおいて特定健診は、生活習慣病を未然に防ぐ
最短ルートです。目標達成の勢いそのままに、今年も自分と大切な人のために、特定健診を積極的に受診してください！

健診項目  対象者（伊仙町民に限る） 個人負担料 検診単価
 結核検診（胸部レントゲン） 65歳以上 無料    1,342円

健診項目  対象者（伊仙町民に限る） 個人負担料 検診単価
 肺がん検診（胸部レントゲン） 40歳以上 500円    1,969円 

健診項目  対象者（伊仙町民に限る） 個人負担料 検診単価

特
定
健
診

・身長測定
・血液検査
・心電図
　等

後期高齢者医療制度 75歳以上 無料

８,１６０円
（JAグループより
  2,000円の助成

    あり）

国民健康保険（国保） 20～74歳 500円
社会保険
(協会けんぽ・共済組合・
 船員保険等)

30～39歳

40歳以上
６,１６０円

（被扶養者⇒各保険者発行
  の受診券持参で無料）

生活保護 30歳以上 町発行の受診券持参で無料

 胃がん検診(バリウム検査)
30歳以上

1,000円 5,280円
 大腸がん検診(検便検査) 500円    1,650円
 腹部超音波(エコー検査) 1,000円    3,740円

 胃がんリスク（ピロリ菌）検査

血
液
検
査

20歳以上

初回 1,000円 3,300円2回目～ 3,300円

 B型肝炎 初回 無料 400円2回目～ 400円

 C型肝炎 初回 無料    1,８00円2回目～ 1,800円
 前立腺がん検診 50歳以上 500円    1,900円 
 心不全検査 ※当日の問診にて対象と

判断された方 3,000円 3,000円

 骨粗鬆症検診
20歳以上 900円

900円40.45.50.55.60.65.70歳
女性のみ 無料

 頸動脈エコー検査 20歳以上 4,200円    4,２00円
 歯周病検診 無料    2,000円

健診項目  対象者（伊仙町民に限る） 個人負担料 検診単価
 子宮がん検診 20歳以上 600円    4,２00円

 乳がん検診 2方向撮影 40歳～49歳 2,500円    5,990円
1方向撮影 50歳以上      1,500円    3,690円

新

次は、あなたの番です！

4年ぶり特定健診受診率
60％達成！
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人口の動き
（2026年2月末日現在）
※総人口は、外国人含む。

総人口 6,017 人

男 3,025 人

女 2,992 人

世帯数 3,455 世帯

出生 1 人

死亡 13 人

転入 28 人

転出 10 人

戸
籍
の
窓

伊仙町長の1ヵ月の主な動静を紹介いたします。

町長の動き
月日 行事 場所

27（金）
指宿様、岩本様表敬訪問

伊仙町面縄港整備推進協議会 勉強会
伊仙町空き家協議会

3/1（日） 樟南第二高等学校 卒業式 天城町

2（月）
徳之島高等学校 卒業式 徳之島町

阿権団地入居者審査会

伊仙町

奄美群島広域事務組合 池田局長 来庁

3（火）
全体朝礼
株式会社九州経済研究所、BIPROGY株式会社 訪問

4（水）
国民健康保険運営協議会
令和7年度 第66回伊仙町町民体育祭、
第47回 伊仙町駅伝競走大会の反省会

5（木）
劇団四季「カモメに飛ぶことを教えた猫」公演 徳之島町

5歳児歯科優良賞表彰式 伊仙町

劇団四季 こころの劇場 交歓会 徳之島町

6（金） 林 正憲氏 寄付金贈呈式 伊仙町

8（日） 令和8年 名古屋徳之島会総会 名古屋

10（火） 3/10～3/19 令和8年第1回定例会
伊仙町11（水） 面縄中学校 第78回卒業式

13（金） 合同会社 食王 田中氏 表敬訪問

月日 行事 場所

2/15（日） 第11回 とくの島観光物産フェアin東京 東京

16（月） 令和7年度市町村長研修会、他各種会議 鹿児島

17（火） 埼玉大学 複式学級及び教育行政全般の取材

伊仙町
18（水） 自衛隊鹿児島地方協力本部 来庁

19（木）
鹿児島県女性防火クラブ連絡協議会会長 来庁
株式会社NTTデータオートモビリジェンス
研究所 来庁

20（金） 徳之島各首長との打合せ 徳之島町

21（土） 徳之島コーヒ―収穫祭
伊仙町

23（月）
新庁舎新築工事地鎮祭
鹿浦小学校 改築工事地鎮祭

24（火）
徳之島用水土地改良区 理事会 天城町

陸上自衛隊駐屯地 奄美警備隊 表敬訪問 伊仙町

第1回奄美群島振興開発に係る関係者連絡会議
奄美

25（水） 市町村長会各種会議

寝返り
 できたよ♡

15 14広報いせん  令和 8 年 4月号（No.423） 広報いせん  令和 8 年 4月号（No.423）

 お 買 い 物 は 、ぜ ひ 町 内でお 願 いします。

困っているときは一人で抱え込まず、
誰かに相談しましょう。

こころの電話相談窓口
■相談無料 ■秘密厳守　
■匿名OK

相談窓口 電話番号 受付時間

伊仙町こころの電話相談 0997-86-4949 平日8：30～12：00、13：00～17：15

徳之島保健所 健康増進係 0997-82-0149 平日8：30～12：00、13：00～17：15

徳之島くらし・しごとサポートセンター 0997-82-1122 平日8：00～17：15／FAX：0997-82-1123

鹿児島県自殺予防情報センター 099-228-9558 月・木曜日／9：00～12：00、13：00～16：00

鹿児島いのちの電話 099-250-7000 24時間365日

よりそいホットライン 0120-279-338 24時間365日

伊 仙 町 商 工 会 の 窓
徳之島伊仙の自然の中で育った果物や、お茶等を多くの
皆様にぜひご賞味いただきたいと存じます。

福留果樹園
定休日 毎週日曜日

TEL 0997-86-3074住 所 伊仙町伊仙480
営業時間 8：00～17：00

徳之島で初の
有機JAS認定農家

今月の表紙
　こんにちは。協力隊の松原です。
　島にはモンシロチョウしかいないのかなと思
うほど3月はモンシロチョウがたくさん飛んで
いましたね。
　そんな中、木之香集落の桜並木通りを歩い
ていると大きな黒い蝶が桜の花の蜜を吸って
いました。調べてみると「ジャコウアゲハ」とい
う名前の蝶でした。成虫のオスの体から麝香
（じゃこう）の匂いがするため名付けられたよ
うです。緋寒桜以外の桜が咲いている木之香
集落、来年の春ぜひ訪れてみてください。

わが町のアイドル募集！

伊仙町役場  未来創生課   TEL 86-3112お問い合わせ

町のみなさんに素敵な笑顔を届けてみませんか？
毎月 10 日までに、右記二次元コードを読み取り、必要事項を
入力し、掲載希望写真を添付いただきご送付ください。

長寿・子宝日本一の
町！

（0歳4ヵ月）富 偉
い し ん

眞くん

【表紙の撮影：2026年3月4日（水）】
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　「仕事はある？」「家はある？」の不安を、私たちがまとめてサポートします。ぜひ、この組合を紹
介してください。

　空き家バンクに登録してみませんか？「管理が大変」「今後どうしたらいいか分からない」「荷物
があって貸せそうにない」など何でもお気軽にご相談ください。空き家を活かすことで、集落に
人が戻り、家が残り続け、島が元気になります。相談・登録は無料です。

　伊仙町で「島で暮らしたい人」と「働き手がほしい事業者」をつなぐために生まれた組合です。
町内の「仕事・住まい・地域とのつながり」を、まるごとサポートしています。
　年間を通して複数の仕事を経験できる「マルチワーク」という新しい働き方で、保育・介護・農
業など、町内の人手不足の現場へ働き手を派遣しています。島でいろんな仕事を試してみたい人、
再就職したい人にも安心です。

お問い
合わせ

とくのしま伊仙まちづくり協同組合
鹿児島県大島郡伊仙町古里185-2
☎ 0997-86-3377 「伊仙まちづくり」で検索

ホームページ
二次元コード

島のみなさんへお願い

とくのしま伊仙まちづくり協同組合とは？

■子や孫が島に帰ってきたい時

■空き家をお持ちの方

で で
島 島 を応援しますく、働 す暮ら

■学童保育

■農業

 ■介護

 ■保育




